
論文内容の要旨

本研究は､ﾌﾟﾗﾝﾄ運転の異常時におけるﾋｭ-ﾏﾝｴﾗ-を含むｵぺﾚ-

ﾀの行動を､認知情報処理ﾓﾃﾞﾙ(ｵﾍﾟﾚ-ﾀﾓﾃﾞﾙ)を用いたﾀﾞｲﾅﾐｯｸ

ｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝによって理解し､対策を考えるのに役立てる方法を開発する

ことを目的としている｡

ｵぺﾚ-ﾀﾓﾃﾞﾙは人間のある限られた特性を形式的に表現するものであり,

使用目的によって多様なﾓﾃﾞﾙが考えられる｡本研究では､まずcardらの静

的な人間情報処理ﾓﾃﾞﾙ(ModelHumanProcessor)をもとにして､知覚､思考､

運動の三つのﾌﾟﾛｾｯｻと作業記憶,長期記憶について動的な挙動のﾓﾃﾞﾘﾝ

ｸﾞを行った｡このﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾓﾃﾞﾙと別途開発したｵぺﾚ-ﾀｺﾝｿ-ﾙを

表したﾋｭ-ﾏﾝｰﾏｼﾝ･ｲﾝﾀﾌｪ-ｽﾓﾃﾞﾙをpc上に実装したあと､

運転訓練用ﾎﾞｲﾗ-ﾌﾟﾗﾝﾄｼﾐｭﾚ-ﾀと結合して､ﾌﾟﾗﾝﾄ運転のﾀﾞｲﾅ

ﾐｯｸｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝ環境を構築した｡実験で､このｵぺﾚ-ﾀﾓﾃﾞﾙがﾌﾟ

ﾗﾝﾄｼﾐｭﾚ-ﾀに発生する標準的な8つの異常に対応できること､人間ｵ

ぺﾚ-ﾀが行う対応操作の時間特性がこのｵぺﾚ-ﾀﾓﾃﾞﾙによって再現でき

ることを確認した｡

ﾌﾟﾗﾝﾄの状態､ｵぺﾚ-ﾀの行動､ｵﾍﾟﾚ-ﾀの心理状態は互いに複雑に

影響を及ぼし合う｡次に､これまでﾌﾟﾗﾝﾄ運転現場で共有されているこれら

の知見を計算機上のｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝによって理解するため､先に開発した認

知情報処理ﾓﾃﾞﾙにｵﾍﾟﾚ-ﾀの心理状態および注視点と視野を追加して､心

身状態を考慮した新しいｵぺﾚ-ﾀﾓﾃﾞﾙを開発した｡このﾓﾃﾞﾙでは､ﾋｭ

-ﾏﾝｴﾗ-発生のﾒｶﾆｽﾞﾑを認知情報処理ﾌﾟﾛｾｽﾚﾍﾞﾙで詳しく考察す

るため､各ﾌﾟﾛｾｯｻおよび記憶のﾊﾟﾌｵ-ﾏﾝｽに影響を及ぼすいくつかの

ﾊﾟﾗﾒ-ﾀを導入した｡先と同様に作成したﾓﾃﾞﾙをpc上に実装し､ﾎﾞｲﾗ

-ﾌﾟﾗﾝﾄｼﾐｭﾚ←夕と結合して､代表的なﾋｭ-ﾏﾝｴﾗ-について､ｼ

ﾐｭﾚ-ｼｮﾝによって再現出来ることを確認した｡特定の機能要素が直接ｴ

ﾗ-を引き起こす場合はもちろんのこと､いくつかの機能要素の挙動が複合し

てｴﾗ-が発生する場合について,ｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝを用いてそのﾒｶﾆｽﾞﾑ

を詳細に解析できる可能性を示した｡またこのようなｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝを用い

た検討によって､より的確なﾋｭ-ﾏﾝｴﾗ-防止策を考えることができるこ

とを示唆した｡



論文審査結果の概要

本論文は､ﾌﾟﾗﾝﾄ運転を行うｵﾍﾟﾚ-ﾀの行動をｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ上でｼﾐｭ

ﾚ-ｼｮﾝするための数理ﾓﾃﾞﾙ(認知情報処理ﾓﾃﾞﾙ)を開発し､このﾓﾃﾞ

ﾙをPC上に実装するとともに､訓練用ﾌﾟﾗﾝﾄｼﾐｭﾚ-ﾀと結合してﾌﾟﾗ

ﾝﾄ運転のﾀﾞｲﾅﾐｯｸｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝを可能にしたものである｡ｴﾗ-を

起こしやすい緊急時の人間行動を模擬するため､人間の心理状態を含むﾋｭ-

ﾏﾝﾓﾃﾞﾙを開発した本論文の主な成果は次のように要約される｡

1.知覚､思考､運動の三つのﾌﾟﾛｾｯｻと作業記憶および長期記憶から構成

した基本的な認知情報処理ﾓﾃﾞﾙおよびｵぺﾚ-ﾀｺﾝｿ-ﾙを表すﾋｭ

-ﾏﾝｰﾏｼﾝ･ｲﾝﾀﾌｪ-ｽﾓﾃﾞﾙを開発し､教育訓練に用いられて

いるﾌﾟﾗﾝﾄｼﾐｭﾚ-ﾀと結合することによって､ﾌﾟﾗﾝﾄ運転のﾘｱ

ﾙﾀｲﾑｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝを行うｺﾝﾋﾟｭ-ﾀ環境を開発した｡

2.人間の心身状態を含むﾋｭ-ﾏﾝﾓﾃﾞﾙを新たに開発して､ﾌﾟﾗﾝﾄの状

態､ｵぺﾚ-ﾀの行動,ｵﾍﾟﾚ-ﾀの心理状態が複雑に影響を及ぼし合う

緊急対応時のｵﾍﾟﾚ-ﾀ行動が模擬できることを示した.

3.ﾌﾟﾗﾝﾄ運転の現場で共有しているﾋｭ-ﾏﾝｴﾗ-に閑する知見をﾓﾃﾞ

ﾙを使ったｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝで再現する方法を示すと共に､より詳しくｴ

ﾗ-の発生ﾒｶﾆｽﾞﾑを解析できる可能性を示した｡

4.ﾋｭ-ﾏﾝｴﾗ-発生のｼﾐｭﾚ-ｼｮﾝを使ってﾋｭ-ﾏﾝｲﾝﾀﾌｪ

-ｽの改善やｵぺﾚ-ﾀの教育訓練に役立てる可能性を示した｡

以上のように､本論文は､人間の心身状態を含むﾋｭ-ﾏﾝﾓﾃﾞﾙを用いて､

緊急時の人間行動を模擬できることを示すとともに､またこの結果を用いてﾋ

ｭ-ﾏﾝｲﾝﾀﾌｪ-ｽを改善することができることを示唆したものとして,

ﾋｭ-ﾏﾝｲﾝﾀﾌｪ-ｽおよびﾋｭ-ﾏﾝﾌｱｸﾀ-の分野において､学術

上､実用上寄与するところが少なくない｡よって､本論文は博士(工学)の学

位論文として価値あるものと認める｡


